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̶編集後記̶

「なってみて初めてわかる親の気持ち」を地で行くよ
うな編集作業でした．安易な気持ちで引き受けた編集委
員の業務でしたが，学会誌を世に送り出すというのは，
論文執筆者，閲読者，そして陰で支える編集者の三位一
体の成果であることを改めて実感させられました．振り
返れば，中途半端な論文を投稿して閲読者のみならず編
集委員の皆様にもご迷惑をおかけしてきた我が身を省み
て赤面の思いです．
さて，特に公設試の研究員や技術者にとって，成果す
なわち現場技術の出難い土壌物理分野の研究は，ますま
す持って敬遠される傾向にあり，論文投稿もジリ貧なの
ではないでしょうか．
私も，農家を相手に土壌の特徴について話をする機会
を持ちますが，「では，その土をどのようにすれば，もっ
と良くなるんだい」という問いかけに窮する場面が度々
あります．莫大な資金の投入を必要とするような改良は
現実的ではなく，かといって，「その土壌が持つ能力は
その程度なのだから，それで満足して下さい」，と内心

では思いつつも，そうは言えない我身が少々情けなくも
あるわけです．
有機，無機を問わず施肥技術の進歩は，土壌をしてよ
り良い養分供給の場へと変えてきました．その勢いで土
壌研究者はより良い物質循環の場として土壌を捉え，そ
のための管理対策を示そうとしています．
このように，現象の理解の先には，より高度な利用法，
という大きな課題が待ち構えており，生産性を安定化あ
るいは向上させるという大前提の下に，「じゃあ，どう
したら良いのか？」の答えを導かねばなりません．
本誌第 114 号の編集後記で，農環研の江口氏が本誌の
過去の設立目的等を紐解き，「ヘテロな集団を構成する
ことそのものがこの小さな学会の設立目的であり，今も
一番の存在意義と考えてみる」と書かれています．この
ことに心を強くし，在野の技術者も現場の中でつかんだ
現象とデータを基に改善方策をひねり出し，広く発表の
場を開いている本誌を通じて世に問うていくこともま
た，学会の駆動力となり得るのであろうと思っています．

竹内晴信（編集委員 )




